May 11, 2010
「ジュール・ヴェルヌの『海底二万里』トリビア」
Almond Andel: 海洋研究開発機構のYan先生に、

Almond Andel: ジュール・ヴェルヌの「海底二万里」トリビアをお話いただきます。

Yan Lauria: （今日は科学講座かな？）

Almond Andel: よろしくお願いします

Yan Lauria: は

Almond Andel: （ちがったっけ？）

Haruka McMahon: よろしくお願いしますー

Yan Lauria: はい

leika Destiny: 宜しくおねがいします

Amari Blackburn: よろしくおねがいします

Memo Parnall: よろしくおねがいしまーす！

Yan Lauria: さて、

marube Oh: お願いします。

Yan Lauria: 今日は「海底二万里」のストーリーとは関係ない話ばかりですが

Yan Lauria: この1870年というのは、絵画でも宗教色が薄れた自由な作品が増えた頃で

Yan Lauria: 産業革命の恩恵が庶民にもいきわたり始めた時代です

Almond Andel: （こんばんは、はじまったばかりです）

Yan Lauria: パリの博覧会なんかが開かれて、新しい技術がどんどん紹介された

Hose Pera: domo

Hose's translator: domo

comet Morigi: (高橋由一と同い年だった。1828)

Yan Lauria: で、その頃に書かれたこの作品、潜水艦が世界を一周するって話で

Yan Lauria: ま、ふしぎの海のナディアは見たことあります？　みなさん？

Haruka McMahon: ありますー

marube Oh: （ないです。。。）

Almond Andel: ない、です

Hose Pera: ない

Yan Lauria: 謎の海洋モンスターが世界の船を沈めているらしい。

Yan Lauria: それを調べようとする海洋学者が、

Haruka McMahon: http://www9.nhk.or.jp/anime/nadia/

Yan Lauria: その潜水艦といっしょに世界の海底の旅をする物語です

Yan Lauria: 今日は、それにまつわるトリビアを９つ紹介します。

Yan Lauria: まずひとつけ

Yan Lauria: 一つ目

marube Oh: へ～

Amari Blackburn: へー

Haruka McMahon: おお

Memo Parnall: へーボタン作ってくればよかった！！！

Haruka McMahon: ｗ

leika Destiny: っｗ

Yan Lauria: スチームパンクとかレトロフューチャーとかはご存知？

marube Oh: へ～へ～へ～

marube Oh: はい！

Hose Pera: へー

Memo Parnall: スチームパンクわかるです！

marube Oh: 先日知りました。

Amari Blackburn: へー

Hose Pera: そなのか

Yan Lauria: どうやらこの19世紀末はクリエーターに好かれています

Yan Lauria: 未来の世界を想像するのは難しいけど

Amari Blackburn: なんなとく「未来」と「希望」が感じられるんよね

Yan Lauria: 19世紀末的な未来なら描きやすい

Yan Lauria: 宮崎アニメもそうですね

Yan Lauria: この３つがヴェルヌ関係SIMです

Yan Lauria: 行ったことあります？

Yan Lauria: これ以外にもスチームパンクなシムはもっとありそうですね。

marube Oh: ないです。

Hose Pera: 日本人もつくってるよ

Memo Parnall: おお

Yan Lauria: へー、どこ？

marube Oh: 日本人のスチームパンクのお店は行った事があります

Hose Pera: わすれた

Memo Parnall: ちょwおちゃめさんだ！

Yan Lauria: あとでLMくださいね

Haruka McMahon: 九龍仲間でスチームパンクっぽいアイテム作ってる人いますね

Hose Pera: どこかに、あったはずだが

Yan Lauria: この時代の科学技術、わりと小中学校の知識でできる。

Yan Lauria: 技術の仕組みが目で見て分かる

Hose Pera: 蒸気でそらとべんしなー

marube Oh: 蒸気機関が最新。。。って時代ですね

Memo Parnall: 飛行船ならアリ！

Hose Pera: だよねーー

Yan Lauria: それがクリエーターには創造しやすいところがあるんじゃないかと

Haruka McMahon: なるほどー

Hose Pera: 視覚的だからねー

Yan Lauria: 電池とかもぎりぎり理解できる。そっから先だとだんだんブラックボックスに

Yan Lauria: 最近、アビス海文台に地球シミュレータのフルセットを作ったんだけど

Yan Lauria: 370プリムも使ったけど、ただの箱にしか見えない＾＾；

Hose Pera: ははーー

Haruka McMahon: ｗ

Memo Parnall: なーぜーw

Yan Lauria: 新しい科学技術は展示泣かせですね＾＾；

Amari Blackburn: わかりやすくないと受け入れられないと言う事かな

Hose Pera: PCはこだけだもんえー

comet Morigi: 印象派、

comet Morigi: モネは、蒸気機関車好き

Memo Parnall: そうなんだ〜
Yan Lauria: それがいいのか悪いのかはともかく

Yan Lauria: 2つ目

Yan Lauria: ノーチラスという名前は潜水艦の王様みたいなものです

Yan Lauria: オウムガイの意味ですが

Yan Lauria: オウムガイの巻貝の中は区画に分かれていて

Yan Lauria: 気体と液体で比重を変えて浮上・潜水ができる潜水艦みたいな貝

Yan Lauria: ということで

Haruka McMahon: おお

Yan Lauria: ヴェルヌのノーチラス号も実は70年前に実物が建造されています

Memo Parnall: む。おフランスに6000mまでいける調査船あるのか…

Rouki Furse: ほー

marube Oh: ほ

Yan Lauria: もちろん海底世界一周の能力を持つのは原潜が登場してからですが

Yan Lauria: ところが、このオウムガイ

Yan Lauria: その浮上原理が、ずっと誤解だった

Yan Lauria: 500ｍの深さで気体を発生させてブローできる能力はない

Yan Lauria: いまだに謎です

Naoyuki Mertel: （こんばんはー）

marube Oh: ほ～

marube Oh: （こんばんは）

Yan Lauria: どうやって浮力を変えるのか、イカもマッコウクジラも

leika Destiny: （こんばんは～）

Haruka McMahon: こんばんはー

Hose Pera: ども

Yan Lauria: 生きてる状態のまま浮力変化を調べる方法がなから

Yan Lauria: 死んで解剖したってほんとのことがわからない

marube Oh: そうか。。

Rouki Furse: 美味しいことはわかっているのにw

Almond Andel: （こんばんは）

Rianna Demina: /こんばんは

Amari Blackburn: （今なんかえげつない方法を考えた…）

Almond Andel: /こんばんは

Yan Lauria: たぶん、周りの海水の比重に合わせる程度の浮力調整はできて

Yan Lauria: あとは水ジェットで上昇したり潜航したり

Yan Lauria: ちょっとオウムガイが過大評価されてたみたいです

Yan Lauria: この黄色いのが一番新しいノーチラスで6000ｍもぐれる

kino Rodenberger: こんばんわー

Memo Parnall: おー

marube Oh: あるごのーと？

Rouki Furse: ふむむ

Memo Parnall: （こんばんはー

kino Rodenberger: めもさんおそくなりましたぁ

Yan Lauria: この有名なノーチラス、実はヴェルヌも間違えてた

Memo Parnall: ギリシャ叙事詩かにゃ

kino Rodenberger: みなさまおはつですぅ

Rouki Furse: なんか聞いたことる名前

Rianna Demina: /こんばんは

Almond Andel: スライドが進みすぎ？

Yan Lauria: アルゴノートはフネダコの意味

Haruka McMahon: ああ、金の羊毛取りに行く話

Amari Blackburn: （こんばんは）

Haruka McMahon: （こんばんはー

Rouki Furse: アルゴ船か

kino Rodenberger: （どもども）

Yan Lauria: オウムガイより、フネダコ、

kino Rodenberger: （めもさんのおともだちのＫＩＮＯです。よろしくぅ）

Yan Lauria: そう、ギリシア神話のアルゴ船で探検した英雄たちの意味

Amari Blackburn: 視覚的に微妙な名前？

Hose Pera: よろしくです

Haruka McMahon: （よろしくですー

Yan Lauria: アルゴノートはオウムガイよりもずっとかっこいい名前です

Amari Blackburn: なるほど。

Rouki Furse: 英雄って感じですしね

Amari Blackburn: でもタコなんだ・・・

Yan Lauria: フルトンが建造したノーチラス号は、ペーパーノーチラス

Yan Lauria: フネダコの意味だった可能性が高い

Yan Lauria: チャンバーノーチラスは、1800年ごろはまだあまり有名じゃなかった

Yan Lauria: それは帆がついていて

Yan Lauria: アリストテレスがフネダコのことをとんでもなく間違えて描写していて

Yan Lauria: 両手を広げて帆のようにして航海する

Yan Lauria: この絵、分かります？

comet Morigi: 船蛸？

comet Morigi: 船凧？

Yan Lauria: 自分で巻貝がつくれるタコ

marube Oh: ？

Yan Lauria: 実際の姿がこれ

Haruka McMahon: フネダコって生き物ですか

Memo Parnall: オウム貝とわりと似てる…？

Amari Blackburn: ふむー

marube Oh: みぎの？

Yan Lauria: 左がオウムガイ、右がフネダコ

comet Morigi: 船蛸ですね

Rouki Furse: シルエットだけなら、似てるかな?

Yan Lauria: これ見ると似てるんだけど、

Yan Lauria: フネダコは自分が作った巻貝を脱ぐことができます

Haruka McMahon: ほええ

Yan Lauria: オウムガイは脱げない

Rouki Furse: ふむふむ

Memo Parnall: 不可解生物すぎる

Yan Lauria: フネダコの殻をタコブネといって、薄くてきれいで

Amari Blackburn: すごい・・・ドリトル先生の話にでてきそうな奴だ

comet Morigi: 蛸とは血縁無し？

Yan Lauria: 日本の沿岸でもその殻が見つかって、みやげ物になっています

Yan Lauria: フネダコはタコ。オウムガイは頭足類ではタコと種類なんだけど

comet Morigi: (蛸は、元もと、みんなカラを持っていたんだろうか)

Yan Lauria: それはとにかく、アルゴノートのほうが英雄たちでかっこいいのに気づいた。

Memo Parnall: （すっげ混乱してる…ぐぐってみてさらに混乱）

Haruka McMahon: えーと、もともとフネダコを意識して作られたんでノーチラスと名付けたけど

Haruka McMahon: それは実はオウムガイのことだったんで、だったらアルゴノートがよかったなー、ということでしょうか

Yan Lauria: ヴェルヌは最初、オウムガイだと思ってた

Yan Lauria: 新発見ものが大好きだったので

Haruka McMahon: ふむふむ

Yan Lauria: オウムガイは比較的新しく、しかもその頃は

Rouki Furse: 今だったら、3Dテレビにハマっていたのかもw

Yan Lauria: オウムガイは気体で浮き沈みできると誤解されていた

Haruka McMahon: なるほど

kino Rodenberger: なるほどですねー＾＾

Rouki Furse: ふむふむ

Yan Lauria: でも70年前のフルトンにとってはノーチラスはアリストテレスの万歳するタコだった

Memo Parnall: アリストテレスの万歳するタコ………！？

Yan Lauria: 帆かけダコ＝アルゴ船の英雄たち

Amari Blackburn: ああ、さっきの絵の奴ですね。

Yan Lauria: そ、

Haruka McMahon: あ、なるほどー

Yan Lauria: で、次のトリビア

kino Rodenberger: アルゴ船の英雄っていうのはたしかにかっこいいねーみんぐだもんねぇ

kino Rodenberger: アルゴ号かｗ

Yan Lauria: これはたいしたトリビアじゃないんで

Rouki Furse: ギリシャ語っぽい発音?

Yan Lauria: ま、結論はラテン語のナウティルスだったということで

kino Rodenberger: おもしろいねぇ＾＾ｗ

Yan Lauria: ここにでてくるモビリス・イン・モビリは、あとで出てきます

Yan Lauria: 動中の動、あるいは「変化をもって変化を制す」

kino Rodenberger: うむうむ、含蓄があるなぁ・・・

Yan Lauria: ノーチラス号の船内に表示されているモットーです

Yan Lauria: さて次

Rouki Furse: なんかカッコよいなぁ

Yan Lauria: ネモ船長は実はネモ艦長だった

Yan Lauria: でも海洋調査船だった

Memo Parnall: しんかい負けてる！！！＜水深

Yan Lauria: 実は原作をよく読むと、沈めたのは一隻だけ

Yan Lauria: ノーチラス号には先端に衝角がついてて

kino Rodenberger: スタートレック後期のエンタープライズ号のようだ

Yan Lauria: 敵船をまっぷたつに貫く、そういうイメージが

Yan Lauria: ディズニー映画で印象付けられて

kino Rodenberger: ディズニーが原因かｗ

Yan Lauria: じつは、あの衝角、海氷を割るためのもの

Rouki Furse: 調査船ですねー

Yan Lauria: ここに書いたように、海底二万里は海洋科学調査の啓蒙書の色合いがとても濃い作品です

Yan Lauria: それが虐げられた人々のために列強と戦う亡国の英雄

Yan Lauria: その部分も確かに正しいんですが

Yan Lauria: 本を読むと、そういう部分は１割ぐらいしかない。

Yan Lauria: あとは探検物語

Yan Lauria: さて

Yan Lauria: ディズニー映画はいろいろ間違ってるんですが

Haruka McMahon: 言い切ったｗ

kino Rodenberger: ｗｗｗ

Amari Blackburn: ふふ

Rouki Furse: ww

Yan Lauria: ２万マイルという数字がまちがってる

philia Blessed: ｗｗ

Yan Lauria: 原作に載ってる航路図を測ると、ちょうど地球２周分

Yan Lauria: つまり8万kmでした。

Yan Lauria: ヴェルヌは世界一周を意識して二周相当距離にしたかったんですね

Yan Lauria: それで意外にも「二万里」でぴったり正しかった

Memo Parnall: 「80日間世界一周」も書いてるしー　今度は２倍！

Yan Lauria: 現在のリーグの単位だと違った距離になって、ずいぶん惑わされました。

Yan Lauria: 次

Yan Lauria: このヴェルヌが作ったはずの図面、現在は失われています

Yan Lauria: 作った証拠すら残っていない

Yan Lauria: だけど、原作を読むと作ってあったと思わずにはいられない

Yan Lauria: それで、それを復元しようとした人がいっぱいいて

Yan Lauria: 私もその一人でしたが

Memo Parnall: おお

Yan Lauria: 一番よくできてるのが

Rouki Furse: おーー

Yan Lauria: このRon Millerさん

Yan Lauria: それで、アビス海文台に展示されている実物大のノーチラス号はこれをベースに改良

Memo Parnall: おおお

Rouki Furse: おー

kino Rodenberger: おおおお

Rouki Furse: 動く豪邸～

Yan Lauria: 前に、キチマルさんが9000年前の古代都市をSLで復元したのを案内してくれましたが

Yan Lauria: SLは復元するのに非常に便利な空間

kino Rodenberger: うんうん＾＾まったく＾＾

Rouki Furse: 金かからんしw

Yan Lauria: ほぼ、これで決着してしまった。

Yan Lauria: それはSLの実用性のひとつ

Yan Lauria: そこまでよくできていたヴェルヌも計算間違いしていた

Yan Lauria: Crisafulliさん、とことんこだわる人で

Yan Lauria: 原作の設定どおりの船型を復元したら、赤い部分のようにとんがりすぎ

Yan Lauria: ま、ここまでとことん追求したくなる、そこが海底二万里の魅力

Yan Lauria: で、これが最後

Yan Lauria: みなさん、ディズニーシーに行ったことあります？

Rouki Furse: まだー

Memo Parnall: まだー

Yan Lauria: そこにミステリアス・アイランドというゾーンがあって、

Yan Lauria: ヴェルヌのノーチラス号と地底旅行のアトラクションがあって

Rouki Furse: ツッコミのあったディズニーノーチラス号w

Yan Lauria: そこのおねーさん、「モビリ」という合言葉を言います

Yan Lauria: 実は、私は、ヴェルヌ研究では有名人で＾＾；

Memo Parnall: うは

Hose Pera: すごいね、中学の時自作したけど１０秒ほどで潜航でもその後浮上せず。。ｗｗ

Yan Lauria: 「ディズニーファン」という雑誌に原稿をたのまれて、ただでディズニーシーを見学させてもらいました＾＾

Yan Lauria: お、ホセさん、潜水艦作ったんですか？

Hose Pera: ブリキで

Haruka McMahon: おお

Yan Lauria: おおー

Memo Parnall: おお

Yan Lauria: けっこう、潜水艦好きの男の子は多いんですよね＾＾

Hose Pera: 浸水甚だしく撃沈

Haruka McMahon: ＾＾；

Yan Lauria: 潜水艦オタクは、現在のアニメ監督にもいっぱいいます

Amari Blackburn: へー

Yan Lauria: エヴァの庵野秀明もそうですし

Rouki Furse: あーw

Yan Lauria: 小松左京も潜水艦オタクと自称してました

Yan Lauria: それはそうと

Amari Blackburn: 狭いところ平気なんだ・・・

Hose Pera: そーかー

Rouki Furse: ねこみたいだ・・・

Yan Lauria: この含蓄の深い「動中の動」

Yan Lauria: じつは原作の中に答えが書いてあって

Hose Pera: 笑える

Yan Lauria: 海の中の潜水艦

Yan Lauria: これじゃつまらなさ過ぎる

Yan Lauria: この作品、海洋モンスターの正体をあばこうとした海洋学者、アロナックス教授の視点で語られています

Yan Lauria: この教授、学者バカで、助手のコンセイユの方が常識家のように書かれている

Yan Lauria: ヴェルヌもなかなか芸が細かい

Yan Lauria: それでじつは長らくヴェルヌの造語だと思われていたのが

Yan Lauria: ほんの３年前、ネタ本があることが発見された

Yan Lauria: 100年以上たってからの発見ですね

Yan Lauria: で

Yan Lauria: 最後を急ぎます

Yan Lauria: 実は数年前まで、ヴェルヌ協会の公式サイトに

kino Rodenberger: （ディズニーノーチラスは1か月前にのったなぁｗ）

Yan Lauria: ヴェルヌが予言した技術リストが載っていた

Yan Lauria: ところが次々とそうではない証拠が見つかって

Yan Lauria: こないだ見なおしたら、そのリストが消えていました＾＾；

Rouki Furse: ww

Yan Lauria: 結論

Memo Parnall: 愛しているがゆえにほじくり返しちゃったのね……w

Haruka McMahon: ｗｗ

kino Rodenberger: ヴェルヌも本望だとおもうよｗｗ

Yan Lauria: ヴェルヌは、あの時代にあって、技術者や科学者のインタープリターだった

Yan Lauria: 以上、これで今日の話を終わります。

Yan Lauria: どうもありがとうございました＾＾

Hose Pera: パチパチパチパチ

Almond Andel: ヤン先生、どうもありがとうございました

marikopom Ponnier: ぱちぱちぱちぱちぱち

Almond Andel: たかがトリビア、されどトリビアですね

leika Destiny: ありがとうございました＾＾

Memo Parnall: ありがとうございましたー！　タコブネ不可解すぎる…

ikuko Spinotti: ありがとうございましたぁ

Amari Blackburn: ありがとうございました

Hose Pera: なる

Almond Andel: これを機会に、本を読んでみよう

kino Rodenberger: ありがとうございました！

Haruka McMahon: ありがとうございましたー

Rouki Furse: ありがとうございましたー。ツッコミ系トリビアが多くて楽しめましたww

kino Rodenberger: ほんとよみたくなったｗ＾＾

Haruka McMahon: うんうん

Hose Pera: ども、ありがとうございました

Yan Lauria: タコブネ、ほかの画像も見てくださいね

Naoyuki Mertel: ありがとうございました

leika Destiny: ｗ

Almond Andel: 最後、急いでいただいたようですが、

Memo Parnall: もっと社会性強い人だったら、19世紀の『沈黙の艦隊』みたいになってたのかなあ……

Almond Andel: もし、質問があれば、ヤン先生に直接

Almond Andel: おはなしいただきたいと思います。

Almond Andel: 一度、ここでしめますね

Memo Parnall: はーい

Hose Pera: はい、

Yan Lauria: そ、モビリス・イン・モビリは「沈黙の艦隊」ですね

marikopom Ponnier: ありがとうございました～＾＾

Almond Andel: 次回のキラカフェは、フリートークとなっています

Hose Pera: どもでした。爺いさんはおやすみなさい

Almond Andel: 気楽にいらして、お話をしましょう

Haruka McMahon: おつかれさまでしたー

Almond Andel: ホセさん、おやすみなさい

Yan Lauria: おつかれ＾＾

Hose Pera: おやすみなさい

ikuko Spinotti: お先ですー

Hose Pera: みおなさん

Amari Blackburn: おつかれさまー

leika Destiny: おやすみなさい＾＾おじゃましました＾＾

Rouki Furse: おつかれさまー

Almond Andel: おやすみなさい

kino Rodenberger: おつかれさまー

Amari Blackburn: わたしも、こんやはなんかPCちょうしわるいーおやすみなさいー

Rianna Demina: おつかれさまでした

Memo Parnall: ホセさんおやすみなさいっておそかったー！

Haruka McMahon: おつかれさまー

Yan Lauria: おやすみなさい

Rouki Furse: では、おやすみなさいー

Almond Andel: モビルインモビルス　ではなくて、モビルスインモビルなんですねー　（まぎらわしい質問かな）

Yan Lauria: Memoさんって、Nemoみたいですね

comet Morigi: Mobiliは、ラテン語？ 英辞郎 未収語

Rianna Demina: ｗ

Haruka McMahon: おおｗ

Memo Parnall: 実は亡国のプリンセスです！！！！！！！！

Haruka McMahon: ｗｗｗｗｗｗ

Yan Lauria: ラテン語です

comet Morigi: 「動中の動」で、正確そうな訳ですね

Yan Lauria: この言葉、宮本武蔵の五輪書にも出てくるらしい

comet Morigi: 風林火山とか、ラテン語に訳すと、欧米人には雰囲気が伝わるか。

Yan Lauria: 「静中の動」、「動中の静」と比較して使われる

Yan Lauria: 昔は地球環境というのは不変と思われていた、それを変化するものと捉える、地球科学的なモットーですね＾＾

Memo Parnall: かちょええのう…

Yan Lauria: 亡国のプリンセスらしからぬ言葉遣い

Haruka McMahon: w

Memo Parnall: むふ

Yan Lauria: さ、もう質問はいいですか？

Haruka McMahon: はーい

Memo Parnall: 今度博物館いきまーす！

Yan Lauria: はいぜひ＾＾

kino Rodenberger: ぼくもいくぅ

Yan Lauria: ノーチラス号、狭いので、マウスルックモードで

kino Rodenberger: ういういｗｗ

Haruka McMahon: ＾＾

Memo Parnall: 酔わないように気合い…！

Yan Lauria: せめて1.2倍ぐらいで作ってくれればよかったんですが

Memo Parnall: え、本気原寸……！？

panda Kidd: それでは私も失礼します。ありがとうございました。

Haruka McMahon: おつかれさまー

kino Rodenberger: たしかに原寸ではたてものはきついもんねぇｗ

kino Rodenberger: おつかれさまー

Yan Lauria: 1.0倍の縮尺だと、アバターに比べて小さく見えちゃいますね

kino Rodenberger: ぼくも建築屋なのでそれ実感ｗ

Haruka McMahon: おお

Yan Lauria: アビスにもとからあった海洋調査船は、１．１倍で造ったそうです

comet Morigi: 絵が、1.2倍で、なんとか。

Yan Lauria: ようするにアバターの平均値を小さくしてくれるほうが便利なんだけど

comet Morigi: 新円切替みたいに、

Yan Lauria: うん

Haruka McMahon: そうすると、数多の装着物のお店が全滅しますねｗ

comet Morigi: ある日突然、SLスケールが1.2倍になるとか。

comet Morigi: 私の身長が、今測ると、2mだけど、明日の朝になると、

kino Rodenberger: カメラ位置とかでしょうねぇ

comet Morigi: スケール切替で1.7mになる

Yan Lauria: 映画のアバターも、異星人を１．５倍にしてるのは、SLのマネかな？

kino Rodenberger: マウスルックじゃなくて、マウスルックにしても普通にあるけたら便利なのにｗ

comet Morigi: あれは、酸素が濃いからでしょ。

Yan Lauria: 石炭紀のトンボと同じか

Haruka McMahon: なる

Memo Parnall: そーなんだー

Yan Lauria: たしかに、マウスルックは歩き方が難しいですね

comet Morigi: デモ、何で大きいんだろう。

comet Morigi: SLで大きいのは、単純に、みんな身長を高くしたがったからで。

kino Rodenberger: じゃーゼントラーディーはすごい酸素濃いなｗマクロスのｗ

comet Morigi: たぶん、アメリカ人は、高身長の方が社会的に有利と読んだんじゃないかな。

Memo Parnall: キノさん鬼のようにそのへん詳しいにゃ……w

kino Rodenberger: ｗｗｗ

Haruka McMahon: ｗ

Yan Lauria: 昆虫は気孔で酸素を取り入れるので、今の20%では今以上は大きくなれない

